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取り外しのためのファブリックインターコネクトの準備
従属 (スタンバイ)ファブリックインターコネクトを取り外しても、冗長なハイアベイラビリ
ティCiscoUCS設定では中断は発生しません。プライマリ (アクティブ)ファブリックインター
コネクトを取り外すと、スタンバイファブリックインターコネクトは最小限または中断なし

でアクティブになります。

電源を落とし、クラスタ化されたファブリックインターコネクトを取り外してから、従属ファ

ブリックインターコネクトをまず取り外し、プライマリファブリックインターコネクトを取

り外します。

プライマリおよび従属の両方のファブリックインターコネクト、またはスタンドアロンシス

テムから唯一のファブリックインターコネクトを取り外す場合、Cisco UCSドメイン全体が
シャットダウンすることに注意してください。

注意

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerを使用して、次のタスクを実行します。

a) Cisco UCS Managerの設定をバックアップします。
b) Cisco UCSドメインのすべてのサーバで OSをシャットダウンします。
c) Cisco UCSドメインで Smart Call Home機能を無効にします。
d) UCSドメインで接続されているすべてのシャーシを解放します。

コンポーネントの交換

1



詳細については、使用しているCisco UCSManagerのバージョンのコンフィギュレーションガ
イドを参照してください。コンフィギュレーションガイドは、次の URLから入手できます。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 2 『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』で説明されているように、接続さ
れているすべてのシャーシの電源を落とします。

ファブリックインターコネクトのシャットダウン
1つのファブリックインターコネクトを同じファブリックインターコネクトのモデルと交換す
る必要がある場合は、次の手順を使用します。

CiscoUCSManager（GUIまたはCLIのいずれか）を使用して、次の手順で説明するソフトウェ
ア関連のタスクを実行します。詳細については、『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』、
『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide』、および手順のビデオを次の URLから
参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ベストプラクティスとして、ファブリックインターコネクトを交換する前に構成の完全バッ

クアップを実行します。

すべての vNICが冗長であるか、ファブリックフェイルオーバーが有効になっていることを確
認します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco TACまたはシスコのセールス担当者に連絡して、交換用のファブリックインターコネク
トにライセンスを転送してもらいます。

ステップ 2 使用しているポートとケーブルにラベルを付け、後でこの情報を参照できるようにします。

ケーブル配線とポートの番号付けは、交換用ファブリックインターコネクトと同じにする必要

があります。

ステップ 3 UCS Managerにログインし、Aおよび Bのファブリックインターコネクトの状態がアップま
たはダウンになっていることを確認します。CLIから、showcluster extended-stateコマンドを入
力します。ハイアベイラビリティが HAが準備完了と示されるように UCS Managerで動作し
ている必要があります。

例：

FI-A# show cluster extended-state
Cluster Id: 0x537d0580bf9911e0-0x8955000decd07984

A: UP, PRIMARY
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B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state PRIMARY, mgmt services state: UP
B: memb state UP, lead state SUBORDINATE, mgmt services state: UP

heartbeat state PRIMARY_OK

INTERNAL NETWORK INTERFACES:
eth1, UP
eth2, UP

HA READY <<<<<<<<<<<<<←---------------- HA is READY
Detailed state of the device selected for HA storage:
Chassis 1, serial: FOX1344G1R1, state: active
Chassis 2, serial: FOX1318GDKR, state: active
FI-A#

ステップ 4 ソフトウェア構成をバックアップします。

ステップ 5 従属するファブリックインターコネクトでファブリックエバキュエーションの手順を使用し

て、ハードウェアの交換中にデータトラフィックの影響がないようにします。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトのプラグを電源から抜いて電源を切ります。

例：

FI-A# show cluster extended-state
Cluster Id: 0x537d0580bf9911e0-0x8955000decd07984

A: UP, PRIMARY
B: DOWN, INAPPLICABLE

A: memb state UP, lead state PRIMARY, mgmt services state: UP
B: memb state DOWN, lead state INAPPLICABLE, mgmt services state: DOWN

heartbeat state SECONDARY_FAILED

INTERNAL NETWORK INTERFACES:
eth1, DOWN
eth2, DOWN

HA NOT READY
Peer Fabric Interconnect is down
Detailed state of the device selected for HA storage:
Chassis 1, serial: FOX1344G1R1, state: active
Chassis 2, serial: FOX1318GDKR, state: active
FI-A#

ステップ 7 ファブリックインターコネクトをラックから取り外します。その場合は、ラックから Cisco
UCSファブリックインターコネクトの取り外し（6ページ）の手順に従ってください。

ステップ 8 交換用ファブリックインターコネクトをラックに取り付けます。その場合は、Cisco UCS FI
6454をキャビネットまたはラックに取り付けるの手順に従ってください。

ステップ 9 交換用ファブリックインターコネクトに管理ケーブルとコンソールケーブルを接続します。

ステップ 10 取り外した L1/L2ケーブルを交換用ファブリックインターコネクトに接続します。

ステップ 11 手順 2で作成したラベルに従ってデータケーブルを接続します。

ステップ 12 ファブリックインターコネクトに電源ケーブルを接続すると、自動的に起動し、POSTテスト
が実行されます。

---- Basic System Configuration Dialog ----

This setup utility will guide you through the basic configuration of
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the system. Only minimal configuration including IP connectivity to
the Fabric interconnect and its clustering mode is performed through these steps.

Type Ctrl-C at any time to abort configuration and reboot system.
To back track or make modifications to already entered values,
complete input till end of section and answer no when prompted
to apply configuration.

Enter the configuration method. (console/gui) ? console

Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect.
This Fabric interconnect will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y

Enter the admin password of the peer Fabric interconnect:
Connecting to peer Fabric interconnect... done
Retrieving config from peer Fabric interconnect... done
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IP Address: 122.255.252.2
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IP Netmask: 255.255.255.0
Cluster IP address : 122.255.252.1

Physical Switch Mgmt0 IPv4 address : 122.255.252.3

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes
Applying configuration. Please wait.

Configuration file - Ok

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

FI-B login:

ステップ 13 必要に応じて、UCSManagerソフトウェアをアップグレードします。交換用ファブリックイン
ターコネクトがクラスタと同じファームウェアバージョンを実行していない場合、セットアッ

プユーティリティはファームウェアをアップグレードできます。

例：

---- Basic System Configuration Dialog ----

This setup utility will guide you through the basic configuration of
the system. Only minimal configuration including IP connectivity to
the Fabric interconnect and its clustering mode is performed through
these steps.

Type Ctrl-C at any time to abort configuration and reboot system.
To back track or make modifications to already entered values,
complete input till end of section and answer no when prompted
to apply configuration.

Enter the configuration method. (console/gui) ? console

Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect.
This Fabric interconnect will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y

Enter the admin password of the peer Fabric interconnect:
Connecting to peer Fabric interconnect... done
Retrieving config from peer Fabric interconnect... done
Installer has determined that the peer Fabric Interconnect is
running a different firmware version than the local Fabric.
Cannot join cluster.
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Local Fabric Interconnect
UCSM version : 3.1(2c)
Kernel version : 5.0(3)N2(3.12b)
System version : 5.0(3)N2(3.12b)
local_model_no : UCS-FI-6454

Peer Fabric Interconnect
UCSM version : 3.1(2c)
Kernel version : 5.0(3)N2(3.12c)
System version : 5.0(3)N2(3.12c)
peer_model_no : UCS-FI-6454

Do you wish to update firmware on this Fabric Interconnect to the
Peer's version? (y/n): y
Updating firmware of Fabric Interconnect.......
[ Please don't press Ctrl+c while updating firmware ]

Updating images
Please wait for firmware update to complete.

<output truncated>

Install has been successful.
Firmware Updation Successfully Completed. Please wait to enter the IP address

Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Address: xx.xx.xx.xx
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Netmask: xx.xx.xx.xx
Cluster IPv4 address : xx.xx.xx.xx

Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please Provide Local
Fabric Interconnect Mgmt0 IPv4 Address

Physical Switch Mgmt0 IP address : xx.xx.xx.xx

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)?
(yes/no): yes
Applying configuration. Please wait.

Fri Dec 9 19:57:15 UTC 2016
Configuration file - Ok

ステップ 14 show cluster extended-stateコマンドを入力して、クラスタの状態を再検証し、HAが準備完了
であることを確認します。

例：

FI-A# show cluster extended-state
Cluster Id: 0x537d0580bf9911e0-0x8955000decd07984

A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state PRIMARY, mgmt services state: UP
B: memb state UP, lead state SUBORDINATE, mgmt services state: UP

heartbeat state PRIMARY_OK

INTERNAL NETWORK INTERFACES:
eth1, UP
eth2, UP

HA READY <<<<<<<<<<<<<←---------------- HA is READY
Detailed state of the device selected for HA storage:
Chassis 1, serial: FOX1344G1R1, state: active
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Chassis 2, serial: FOX1318GDKR, state: active
FI-A#

ステップ 15 ファブリックエバキュエーションを無効にし、両方のファブリックインターコネクトでトラ

フィックが流れていることを確認します。

ステップ 16 新しいファブリックインターコネクトにポートライセンスを適用します。

ラックから Cisco UCSファブリックインターコネクトの
取り外し

ラックから取り外すときに、ファブリックインターコネクトの両側をサポートします。スライ

ダレールおよび前面ラックマウントブラケットには、ストッパ機構がありません。シャーシ

の前面がラックに固定されておらず、シャーシをスライダレール上で前方にスライドさせた場

合、シャーシがスライダレールの端から滑り落ち、ラックから落ちる可能性があります。

注意

手順

ステップ 1 CiscoUCSファブリックインターコネクトの重量が完全に支えられていて、別の人もシャーシ
を支えていることを確認します。

ステップ 2 アース線をシャーシに取り付けている 2本のネジを取り外します (取り付けられている場合)。

ステップ 3 電源コードとコンソールケーブルを外します。

ステップ 4 SFP28トランシーバに接続されているすべてのケーブルを外します。

ステップ 5 取り付けレールに前面ラックマウントブラケットを固定しているネジを外します。

ステップ 6 CiscoUCSファブリックインターコネクトをゆっくり自分の方に滑らせ、スライダレールから
引き抜き、ラックから取り出します。

返送用の Cisco UCSファブリックインターコネクトの再
梱包

ファブリックインターコネクトを返送する必要がある場合は、ラックからファブリックイン

ターコネクトを取り外し、返送用に再梱包してください。できれば、元の梱包材と箱を使用し

てユニットを再梱包してください。シスコへの返送を手配するには、シスコのカスタマーサー

ビス担当者に連絡してください。

コンポーネントの交換

6

コンポーネントの交換

ラックから Cisco UCSファブリックインターコネクトの取り外し



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


